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Z101r EHTによる超巨大ブラックホールシャドウの直接撮像：現状と今後
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Event Horizon Telescope (EHT)プロジェクトは 2019年 4月に、M87の中心にある巨大ブラックホールの写真
を公表した。写真には光子球に相当するリング上の構造およびその内側のブラックホールシャドウが捉えられて
おり、シュバルツシルト半径スケールの現象を始めて直接的に描き出すことに成功した。また、光子球の半径測
定に基づいてブラックホールの質量が太陽の約 65億倍と求まり、輝度温度の測定結果が放射非効率円盤（RIAF）
の予想と矛盾しないことも確認されるなど、ブラックホールの物理的状況を明らかにすることに貢献した。この
ようなブラックホール近傍の世界が EHTにより撮影可能になったことで、ブラックホール研究は新たな時代に
突入したと言える。
一方、EHTの最初の観測成果ではM87のジェットの根元が有意に検出できなかったことから、ジェットとブ

ラックホールの関係性は引き続き研究課題として残されている。また、ブラックホールの質量とならぶ重要なパ
ラメーターであるスピンの測定についても今後さらなる研究が必要である。さらに、もう一つの重要な観測対象
である天の川銀河中心のブラックホール Sgr A*については、時間変動を有する天体の画像解析が今後の課題と
なっている。本講演では、EHTによるM87の最初の撮影結果について概要をまとめるとともに、上記の課題を
解決を目指した EHTプロジェクトの現状と今後の展望について紹介する。


